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●年間30000社 10万件の求人を預かり、数万人の求職者をマッチングする仕事

⇒企業社会の求める人物像と教育のギャップ。たまるもどかしさ。

●大都会と大企業が全国から人を吸い込んで行く国。

「あんた、ここにいると可能性が広がらないから・・・」 押し出して行く、地域の親たち

90年 日本初「U・Iターン ビーイング」創刊を企画 18年後廃刊。たまるもどかしさ。

「未来の地域社会は俺たちで創りたい。その仕事が一番面白い！」

そんな、未来社会・地域創りに意志ある若者を育む

それが「人で創る持続可能性社会」

なぜ島根で公教育？
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WILL
⇒やりたいこと・志

MUST
⇒やるべきこと

CAN
⇒できること

育てるとは、何を育てることなのか？
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問題意識（１）

●社会を切り拓くチカラ（豊かに生きる力）とは何か？

①自分で意志を育み、自分のエンジンを稼働させるチカラ＝WILL 主体性、当事者意識

脳の大半を使っていないように、人の可能性ははるかに高い
それが開花するのは意志が乗った時

②正解、勝算が見えなくても一歩目を踏み出すチカラ

どれだけ考えても社会や仕事に王道と公式はない。ましてや新しいイノベーションに正解なし
行動は、そこから学ぶだけでなく、意志、想いを育む機会になる

チェンジメーカーの必須要件＝地域の未来を作る意志ある若者の要件
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（余談ですが・・・）

●私が最も重視してきた採用面談時の二大要件

①欲求の甚だしさ・・・欲求の種類は立派でなくてもよい

②行動の甚だしさ・・・これは簡単には育たない

ちなみに、「何のために、誰のために」は何とでも言えるし、変わって行く
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問題意識（２）

●では意志、想いはどのように育まれるか？

①強い原体験

②アクションの積み重ね
・・・小さな興味、意志の芽が出たら、見て触って五感で感じてみる。「面白い！もっと！」

③人の明らかな反応・・・「ありがとう」「面白いね。もっと深めてみたら」「そんなんじゃ価値ないよ」

●さて教育的課題は？

①意志や想いの乗った課題を見つけることは、時間的個人差が大きい
＝一律学習や次元単位学習にと時に適さず。大人は待てるか？

②そのフィールドは学校内より街、大人、違う仲間・・・本物に触れる（社会に開かれた教育課程）
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問題意識（３）

●では、一歩目を踏み出すチカラを育むとは？

①その行動が秀逸なプランかではなく、成果を問わず、行動を起こしたことを称賛する勇気

②自分でPDCAを回す回数（年間２回まわす人と50回まわす人）

●さて、教育的課題は

①行動を起こすことの時間的個人差⇒一律学習や次元単位学習にと時に適さず。大人は待てるか？

②行動の甚だしさを育むとは、
「もっとやってみな！きっとできる」（導きと支援）
「こんなすごい人もいるよ」（多様な人からの刺激、対話、称賛、見える化）
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次代の担い手の輩出 9
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高校魅力化の動きが全国波及
様々な地域・高校で取り組み始動
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●最後にEdtechの可能性と期待の頭出し

これはあくまでツール

実現したいことは

①「意志を育む」Edtechとは

②「勝算なき行動」を育むEdtechとは

（例えば）
◆時間の創出・・・学習の個別化、校務のIT化
◆社会の大人との対話、多様な仲間（他校生へのバーチャル留学）

＝教師の多重化、学校、クラス、部活、同好会、課外活動の多重化・・・
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